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要約 
OpenAI は 2025 年 8 月 5 日、2 つのオープンウェイト推論モデル「gpt-oss-120b」と「gpt-
oss-20b」を Apache 2.0 ライセンス 1 で公開した。これは同社にとって 2019 年の GPT-2
以来初となるオープンモデルのリリースであり、中国 DeepSeek の R1 モデルに対抗する戦
略的転換として業界に大きな衝撃を与えている。両モデルは o4-mini 相当またはそれ以上
の性能を誇りながら、80GB GPU（120b）または 16GB GPU（20b）という比較的低いハ
ードウェア要件で動作する。 

 
1. 技術仕様の詳細分析 
1.1 基本アーキテクチャ 
OpenAI が公開したモデルカード 2 によると、両モデルは以下の技術仕様を持つ： 

• gpt-oss-120b：36 層構成、総パラメータ 116.8B、アクティブパラメータ 5.1B/トー
クン、128 エキスパート 

• gpt-oss-20b：24 層構成、総パラメータ 20.9B、アクティブパラメータ 3.6B/トーク
ン、32 エキスパート 

両モデルとも Mixture-of-Experts（MoE）アーキテクチャを採用し、各 MoE ブロックでト
ークンごとにスコア上位 4 専門家を使う top-4 ルーティングを実装している。残差ストリ
ーム 2880 次元、RMS 正規化・Pre-LN 適用、各層 64 クエリヘッド・8 キー値ヘッドの GQA
（Grouped Query Attention）1 を特徴とする。 
1.2 推論効率とハードウェア要件 
特筆すべきは、gpt-oss-120b が単一の 80GB GPU で効率的に動作 1 し、gpt-oss-20b が
16GB メモリで実行可能という点である。これにより、従来の大規模モデルと比較して大幅
なコスト削減と導入障壁の低下を実現している。 

 
2. 性能ベンチマークと競合比較 
2.1 主要ベンチマーク結果 
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OpenAI の公式評価 2 では、以下の性能が確認されている： 

ベンチマーク gpt-oss-120b gpt-oss-20b 

AIME 2025 (高推論) 97.9% 98.7% 

GPQA Diamond (高推論) 80.9% 74.2% 

MMLU 90.0% 85.3% 

HealthBench Consensus 89.9% 82.6% 

Codeforces (ELO) 2622 2516 

2.2 競合モデルとの性能比較 
gpt-oss-120b は OpenAI o3-mini を上回り、o4-mini と同等またはそれ以上の性能 1 を示し
ている。特に医療領域では o3 に近い性能を発揮し、GPT-4o、o1、o3-mini、o4-mini を大
きく上回る結果 2 を記録している。 

 
3. 戦略的意図とリリース背景 
3.1 DeepSeek 対抗戦略 
Bloomberg3 の報道によると、OpenAI のサム・アルトマン CEO は中国 DeepSeek がオー
プン型 AI「R1」を 2025 年 1 月に公開した直後、「オープンソース戦略を見直す必要がある」
との認識を示していた。今回のリリースは、DeepSeek の成功に対する直接的な対抗策とし
て位置づけられている。 
3.2 戦略転換の意味 
これまで「ClosedAI」と揶揄されてきた OpenAI の閉鎖的な戦略からの転換 4 を象徴する
動きであり、オープンソースコミュニティの需要に応える重要な戦略転換と評価されてい
る。 

 
4. 業界・市場への影響評価 
4.1 AI エコシステムへの波及効果 
gpt-oss のリリースは Meta の Llama と並ぶオープンウェイトモデル競争を一層激化 3 さ
せ、業界全体の標準化トレンドを加速している。主要プレイヤーがウェート公開を進めるこ
とで、研究者や開発者の選択肢が大幅に拡大している。 
4.2 競合他社への圧力 
他社もフリーミアム戦略や透明性強化を迫られる 3状況が生まれており、Google、Anthropic、
Meta などの主要企業は対応策の検討を余儀なくされている。 
4.3 AI スタートアップエコシステム 
個人開発者からスタートアップまで幅広い層がすぐに実験・カスタマイズを始める動きが
見られ 4、AI 技術の民主化が大幅に進展している。 
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5. 応用分野とユースケース 
5.1 企業向け応用 
No1s.biz5 の分析によると、主要なユースケースは以下の通り： 

1. 問い合わせ自動応答チャットボット：24 時間 365 日の金融商品説明や機械トラブル
対応 

2. ドキュメント自動要約・レポート生成：契約書や検査レポートの高精度短時間要約 
3. ワークフロー自動化アシスタント：定型レポート作成、承認フロー文言チェック 
4. オンプレミス・ハイブリッド連携：製造ラインの IoT デバイスとのリアルタイム通

信 
5. カスタム専門知識の組み込み：金融与信基準や医療機器メンテナンス履歴での専用

モデル構築 
5.2 経済効果と ROI 
実証データ 5 では以下の改善効果が確認されている： 

• チャット応答工数：83%削減（月間 1,200 時間→200 時間） 
• ドキュメント要約時間：88%削減（2 時間→15 分/件） 
• インシデント検知速度：75%向上（20 分→5 分） 
• 月間運用コスト：69%削減（$8,000→$2,500） 
• 投資回収期間：6〜9 ヶ月 
• 3 年間 TCO 削減効果：40% 

 
6. 安全性評価とリスク分析 
6.1 安全性ベンチマーク 
OpenAI の安全性評価 2 では、両モデルは以下の性能を示している： 

• 禁止コンテンツ依頼拒否：o4-mini と概ね同等（スコア 0.95〜1.0） 
• Jailbreak 耐性：o4-mini 同等 
• 公平性評価（BBQ）：0.87（曖昧問）、0.90（判別問） 

6.2 潜在的リスクと懸念点 
6.2.1 悪用の可能性 
OpenAI の Preparedness Framework6 に基づく検証では、悪意あるファインチューニング
（生物・サイバー領域含む）による能力上昇をシミュレーションしたが、「High」能力水準
には到達しなかったと報告されている。 
6.2.2 バイアスと公平性 
幻覚率（SimpleQA/PersonQA）では o4-mini を下回る結果が示されており、バイアス問題
や安全性への継続的な監視が必要 7 とされている。 
6.2.3 指示階層の遵守 
Instruction Hierarchy（システム/開発者/ユーザ指示の優先度遵守）において o4-mini より
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劣る傾向が確認されており、企業導入時の注意点として挙げられている。 
 

7. 専門家・コミュニティの反応 
7.1 専門家の評価 
AI 研究者からは「応答速度が速く、知識も豊富」「倫理面への配慮が強まっている」4 との
ポジティブな評価が挙がっている一方、一部専門家からはオープンモデルの急速な普及に
伴う安全性リスク 8 への懸念も表明されている。 
7.2 開発者コミュニティの反応 
Apache 2.0 ライセンスと低コストな推論要件により、個人開発者からスタートアップまで
幅広い層がすぐに実験・カスタマイズを始める動きが見られる 4。GitHub 上の公式リポジ
トリ 9 では活発な議論と実装例の共有が行われている。 

 
8. 今後の展望と課題 
8.1 技術発展の方向性 
gpt-oss のリリースにより、オープンウェイトモデルの競争が激化し、技術革新のスピード
が加速し、性能向上とコスト低減を巡る競争が激しくなる 4 ことが予想される。特に
NVIDIA との協力による RTX GPU 最適化により、エッジからクラウドまで広範な用途で
の普及が期待されている。 
8.2 規制・政策への影響 
米トランプ政権の「AI 行動計画」がオープン型モデル開発を奨励 3 しており、グローバル
標準形成への影響が注目されている。 
8.3 中長期的な市場変化 
中国勢がオープンモデルで圧倒的な強さを見せている中 4、OpenAI の参入により米中間の
技術競争が新たなフェーズに入ることが予想される。 

 
結論 
OpenAI の「gpt-oss-120b」「gpt-oss-20b」リリースは、AI 業界における歴史的な転換点と
して位置づけられる。技術的には高性能と実用性を両立し、戦略的には中国 DeepSeek への
対抗と市場の主導権確保を狙った重要な一手である。企業導入においては大幅なコスト削
減と柔軟性向上をもたらす一方、安全性リスクや悪用の可能性という課題も内包している。 
今後は、オープンウェイトモデル間の性能競争が激化し、AI 技術の民主化が一層進展する
ことが予想される。同時に、適切な安全性対策とガバナンスの構築が、この技術革新を持続
可能な形で社会に浸透させるための鍵となるだろう。 
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【予想以上】OpenAI から「GPT-OSS」が登場！ローカル PC ... 
13 hours ago 

 
OpenAI has released the free open model "gpt-oss (gpt-oss ... 
2 hours ago 

 
OpenAI 初のオープンウェイト LLM「GPT-OSS」登場！Mac ... 
11 hours ago 
もっと詳しく 
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